 国内クレジット制度個別相談問診票  
国内クレジット制度の方法論に該当する省エネ事業に対して、無料で個別相談を行います。
以下の項目にご回答の上、省エネフェア当日にご持参下さい。

	会社名
	
	氏名
	

	TEL
	
	E-mail
	


1. 今回導入された（または導入予定の）省エネ機器は何ですか。（チェックを入れて下さい）
□　ボイラー　　　　　□　ヒートポンプ　　□　空調設備　　　　　　　□　照明設備
□　太陽光発電設備　　□　工業炉　　　　　□　温泉熱、温泉廃熱　　　□　変圧器
□　コンセント負荷制御機器　　　　　　　　□　コージェネレーション　□　自家用発電

□　余剰蒸気利用による小型蒸気発電機　　　□　外部の事業者からの熱供給への切り替え

□　太陽熱を利用した熱源設備　　　　　　　□　小規模水力発電設備　　□　電気自動車

□　回収した未利用の排熱を供給する蓄熱システム

□　風力発電設備　　　□　エアーコンプレッサー　　　　　　　　　　　□　工作機械

□　電動式建設機械・産業車両　　　

□　バイオディーゼル燃料製造設備　　　　　□　その他

2. 導入（予定）時期はいつですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
↓以下、当てはまる項目の情報をご教示下さい。

3. ボイラー、ヒートポンプ、空調機の更新または新設の場合

◆新旧設備の効率またはCOP （分からない場合は設備の容量）
	（例）ボイラー効率　既存ボイラー　82%  ⇒　新ボイラー　98%


◆既存設備の年間の燃料使用量
	（例）電力　150,000kWh/年、都市ガス　70,000㎥、LPG 　50,000kg など


4. 照明機器更新の場合

◆新旧の照明設備のワット数と本数（個数）、照明点灯時間
	（例）既存設備　ダウンライト40W 500個　⇒　新設備　LED 18W 500個 


5. 太陽光発電設備、余剰蒸気利用による小型蒸気発電機、小規模水力発電設備の場合

◆導入設備による年間発電量（予測値で結構です）
	（例）30,000kWh/年


6. その他
◆該当設備の省エネ能力を分かる範囲でご教示下さい。
	（例）ポンプの間欠運転制御機器導入　1時間につき約5分強制的に停止させる。


ご協力ありがとうございました。
